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スリランカ SRI LANKAマレーシア MALAYSIA

ジンバブエ ZIMBABWE

　　　　　　　　　　　　　　は、1973 年の創立以来アジア、アフリカ、太平洋諸国等の農村地域から、
その土地に根を張り、その土地の人 と々共に働く“草の根”の農村指導者（Rural Leader）を学生として招き、
栃木県那須塩原のキャンパスで、国籍、宗教、民族、習慣、価値観等の違いを認めつつ、
公正で平和な社会実現のために、実践的な学びを行っている学校です。
　９ヶ月間の農村指導者養成の研修は、いのちを支える「たべもの」作りにこだわり、
有機農業による自給自足を基本としています。学生たちは座学、ディスカッション、見学研修、グループ単位での
農場運営を通して、自国のコミュニティの自立を導くリーダーシップを養います。
　アジア学院では、研修を受ける金銭的な余裕のない草の根で働く人々に研修の機会を与えるため、
海外からの学生渡航費、研修費をほぼ全額負担しています。
　そしてこのアジア学院の活動は、皆様のご厚意と寄付によって支えられています。 

2015
アジア学院の学生 / 研究科生

❷ 私は、「木を植え、蜂を守ろう」というモットーを
揚げる ANCO という団体で、養蜂の指導者をしてい
ます。養蜂、種の採取、市場向けの野菜栽培、土壌の
侵食制御、苗木の育成などのすべてが危機にさらさ
れている森林を保護しています。アジア学院では、
作物の生産と家畜飼育の持続可能な技術を含め、自
分の能力をさらに高めたいです。

❶ ジュード Jude

❷ 活動内容　Activities
❶ ニックネーム　ARI Nickname

❷ 私は南部州の二つのコミュニティで企画調整員
をしています。土地は肥沃でも、劣悪な道路と多く
の農民が女性であるために、余剰作物を市場に運ぶ
ことが難しくなっています。私はアジア学院で、「人
に仕えるリーダーシップ」と有機農業を学びたいと
思っています。

❶ ナフォエイ Nafoei

Apiculture and Nature Conservation 
(ANCO)

養蜂と自然保護協会 (ANCO)
 Mr. Jude Akehmbuom Zenabuin

ジュード・アケムボン・
ゼナブィン

Field Assistant
農業指導員

❷ ベトナムでは土壌肥沃度の調査や、治水等の調
査に関わってきました。農村指導者として農薬の
使用を減らし、作物の増産を見込める有機農業の
技術を伝える研修プログラムを確立したいと思っ
ています。

❶ ドゥック Duc

Research Center for Rural Development, 
An Giang University

農村開発センター

 Mr. Huynh Ngoc Duc
フゥン・ンゴッ・ドゥック

Coordinator of Floating Rice Project, 
Lecturer

浮稲プロジェクトコーディネーター、大学講師

Agency for Rural Advancement 
Sierra Leone

Afra-SL 農村発展機関

Women's Programme Coordinator
女性問題調整員

 Ms. Nafoei Miatta Finda M'Briwa
ナフォエイ・ミアタ・ビワ

❷ スリランカの私の地域では、女性たちが収入を得
て家族を扶養するための技術を高める機会がほと
んどありません。私はアジア学院での研修を通し
て、私の村や地域の女性たちが経済的に自立する方
法を学びたいと思います。その成果として将来的に
は女性の権利が守られるようになればと願ってい
ます。

❶ イルファナ Irfana

Women Organization for Development, 
Equality, Peace and Temperance (WODEPT)

開発・平等・平和・禁酒のための女性協会

Community and Women’s Groups 
Coordinator Volunteer

ソーシャルワーカー

 Ms. Mohamed Nawsath Irfana Begam

モハメド・ノーシャド・
イルファナ・ベガン

❷ 子どもの頃は何の心配もなく何でも食べられま
したし、在来種の保存も出来ましたが、今はそうは
いきません。人々が農薬や化学肥料に依存しない農
業に立ち返られるよう手助けしたいと思っていま
す。先祖代々の土地を守りたいと望む人々とともに
活動し、神の創造物の良き管理者となれるよう、持
続可能な社会作りを通して彼らを支えていきたい
と思っています。

❶ メイ Mey

Malaysian Care
マレーシアン ケア

Rural Community Development Staff
地域開発指導員

 Ms. Mey Fong Hoh
メイ・フォン・ホー

❷ ジンバブエのニャディネミッションでは孤児達
の生活を支え、またスタッフの指導を行ってきまし
た。アジア学院では地域コミュニティーのスタッフ
養成に役立つ研修を受けられると期待しています。
持続可能な農業の方法を地域の人々に伝えたいと
思っています。

❶ イマニュエル Emmanuel

UMC Nyadine Mission
合同メソジスト ニャディネ ミッション

Administrator
ソーシャルワーカー

 Mr. Emmanuel Chiimba
エマニュエル・チインバ

年
度
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日本 JAPAN

ネパール NEPAL

タンザニア TANZANIA ラオス LAOS

UGANDA インドウガンダ INDIA

リベリア LIBERIA

❷ 私は大学で農業経済学を専攻していました。私は
発展途上国の人々を助けることで、私の学んだこと
を生かしたいと思います。アジア学院では実用的な
農業技術を学び、それぞれの国でどのような農業援
助が必要なのかを直接聞きたいです。

❶ ゆうと Yuto

Mr. Yuto Yazawa
谷澤　悠人

❷ 2009 年のアジア学院でのインターンシップで
日本国内外の農業と食に関する諸問題について知
りました。大学を卒業後、社会学的見地から有機農
業を研究し、生活協同組合で働きました。アジア学
院では様々な国の人々や農業に直接関わることで
私の理解が深まると期待しています。

❶ べい Bei

Ms. Atsuko Yamabe
山邉　温子

❷ 施肥を含む新しい農業技術や家畜の飼育法を、貧
しく虐げられた農家に教えることが私の主な仕事
です。アジア学院では主に農業技術、播種、作物の保
護、家畜の衛生、そして稲作の新しい手法と収穫方
法について学びたいです。

❶ ティリフィナ Tiliphina

Anglican Church of Tanzania Lweru Diocese
タンザニア聖公会  ルゥエル地区
 Ms. Tiliphina Banenwaki Thomace

ティリフィナ・バネノウァキ・
トマス

Field Officer
農業指導員

❷ 私はネパールの農村に住んでいますが、農村は
様々な機会を与えてくれる研修プログラムはあま
りにも遠く、道も舗装されていません。そこで農家
に有機肥料作りを指導したり、異なったカースト、
信念、宗教の人々に互いに協力することを推奨して
います。帰国したら、有機農法指導センターを設立
したいと願っています。

❶ ビム Bhim

National Development Organization Nepal
全国開発機構

 Mr. Bhim Bahadur Rai
ビム・バハドゥール・ライ

Trainer
ソーシャルワーカー

❷ 私達タルー族は伝統的に農業を行ってきました
が、十分な食料を得られず、多くの人々が重労働を
強いられてきました。私はカースト制度の最下層の
人々や様々な民族の人々の生活水準を引き上げる
ための活動をしています。アジア学院では人に仕え
るリーダーシップと有機農業についてより深く学
びたいと考えています。

❶ サビトラ Sabitra

Boat For Community Development
地域社会開発の船

 Ms. Sabitra Chaudhari
サビトラ・チョウダリ

Social Mobilizer
ソーシャルワーカー

❷ 私は農家に生まれました。学校では農業に関す
る授業もあり、その中で私はリーダーシップを発
揮してきました。私は将来貧しい人々、特に社会的
に弱い立場にある女性たちのために働きたいと考
えています。アジア学院では有機農業の知識を深
め、自分のコミュニティーの改善に役立てたいと
望んでいます。

❶ クレビナ Clevina

ELCT-NWD, Lutheran Church, Northwest
福音ルーテル教会 タンザニア北西教区

Ms. Clevina Tibiita Kwigizile

クレビナ・ティビイタ・
クウィギジレ

Agriculture Trainer & Community 
Organizer Volunteer

農業指導員

❷ 私は両親の農地で農業を営み、同時にメソジスト
教会の牧師でもあります。モン族の人々はいつもお
互いに助け合ってきましたが、近年様々な問題を抱
えるようになりました。私は持続可能な農業の必要
性と、貧しく教育の行き届かない地域での開発指導
者の必要性を感じています。

❶ コー タオ Kor Thao

Laos Mission Initiative
ラオス宣教イニシアティブ

united Methodist Pastor
牧師

❷ 私は女性たちと共に農業を行いつつ、ホームレス
の子供や母子家庭、暴力を受けたために社会的に見
捨てられた女性が生活を立て直す機会を得られるよ
う支援をしています。アジア学院では農業の専門家
になることを目標として同級生たちから異なるアイ
デアを学びたいと考えています。

❶ ドロシー Dorothy

United Methodist Church Liberia
リベリア合同メソジスト教会

Ms. Dorothy Lewah Yeanany
ドロシー・レワ・イェンニー

コー・タオ
Pr. Kor Thao

❷ 私のコミュニティのほとんどの人は自給自足の農
民です。読み書きができない、栄養失調、水系感染症、
貯蔵施設や加工設備の不備、良質な道路の不足など
が課題です。私は伝統的に土地を所有することがで
きない女性や子どもに焦点を当て、アジア学院では
食品加工と人々の安定した収入を促進するための
マーケティングを学びたいと思っています。

❶ フレッド Fred

 Mr. Fred Kugonza
フレッド・クゴンザ

や ま べ 　   あ つ こ や ざ  わ    ゆ う と

❷ ほとんどのインドの農村の人々は貧しい日雇い
労働者で、母親や子どもたちは教育と医療サービス
の不足から苦しんだり亡くなったりしています。私
は IIMC のボランティアとして村の活動に関わって
きました。アジア学院での研修によって、村の人々
の発展を指導するための自信と能力が高められる
と信じています。

❶ カビタ Kabita

インド  母と子供のための団体 (IIMC) チュムケディマ自助グループ連合
Indian Institute for Mother and Child 
(IIMC)

ソーシャルワーカー
Administrator, Community Organizer

SARS 農村社会のための持続可能な活動
Sustainable Action for Rural Sector (SARS)

農業指導員
Volunteer Field Officer, Farmer

❷ 私は 2001 年からナガランド州都のディマプー
ルで働き、州の最も貧しい女性たちのための自助
グループをつくり、彼女らに役に立つ金融サービ
スとトレーニングを提供しています。アジア学院
では、多くの国々から来ている人々と共に学び働
き な が ら 農 業 と 畜 産 に つ い て さ ら に 学 び た い と
思っています。

❶ アレムラ Alemla

Chumukedima Self Help Group Federation

Ms. Alemla Samuel

President, Community Organizer
女性グループ指導員

 Ms. Kabita Pradhan Sarkar
カビタ・プラドハン・シャカー アレムラ・サミュエル

Farm Supervisor, 
Women's Group Coordinator

農村調整指導員



フィリピン THE PHILIPPINES

ミャンマー MYANMAR

ガーナ GHANA

ミャンマー MYANMAR

インドネシア INDONESIA ケニア KENYA

ザンビア ZAMBIA

❷ 私の送り出し団体は地域開発を教会の働きとし
ており、貧困をなくし、行き場のない人々に手を差
し伸べ、それぞれの家族が健康でいられるよう活
動しています。地域全体のために地域資源を分か
ち合い、互いに支え合う自助グループを支援して
います。

❶ チッ チッ Chit Chit

Shwe Gyin Karen Baptist Association 
カレン バプテスト連盟

Mr. Saw Chit Chit
ソー・チッ・チッ

Field Staff, Farmer
農村開発指導員

❷ 私は北スマトラ州トバ湖のサモシール島にある
教会の執事として、就学前児童の教育や信用組合の
設立などの援助を行うと共に、保護者への家計管理
指導や、有機農業の推進をしてきました。アジア学
院ではぼかし肥や堆肥、自然農薬の作り方を学び、
持続可能な農業の発展に貢献したいです。

❶ アグネス Agnes

HKBP Ressort Simarmata
バタック プロテスタント教会
Ms. Agnes Thiolina Lumbantobing

アグネス・ティオリナ・
ルンバントビン

Deaconess (candidate), Teacher
地域開発指導員 農業指導員

企画調整員

❷ ケニア山東部の聖公会開発サービスで、様々な努
力を重ねて農業を営む農家をサポートしてきまし
た。貧しい人々や社会的に取り残されている人々に
持続可能な農業の可能性について伝えられるよう、
アジア学院で知識を深め、技術を高めたいと考えて
います。

❶ デイブ Dave

Kenya Anglican Development Services
ケニア聖公会 開発 サービス

Mr. David Gitari Karoki 
デービッド・ギタリ・カロキ

Extension Agent, Agriculture Field Officer

❷ 資源管理能力が乏しいために食料不足に陥るパ
ラワン島で、山岳地帯の半遊牧民のコミュニティー
で活動しています。教育の機会に恵まれないために
人々は搾取され、不十分な医療設備の故に苦しんで
います。より実践的な農業知識と充実した地域生活
を実現する知識を得たいと考えています。

❶ ジョブ Job

Christians Meeting in Gospel Hall

Mr. Job Lagrada
ジョブ・ラグラダ

Missionary, Community Organizer 
宣教師、地域調整員

ゴスペルホールに集うクリスチャンの会

❷ 私はチぺンビ農業大学で若者、女性、地元の農民た
ちに農業技術を教えています。また身体障がいのある
生徒たちに、料理、洗濯、農業などの日々の活動を教え
ることで彼らをサポートしています。私は人に仕える
リーダーシップを理解し、生徒たちや小規模農家の人
たちと農業の知識を共有したいと思います。

❶ リディア Lydia

Chipembi Farming College
チペンビ 農業専門学校

Ms. Lydia Kaunda Chibwe
リディア・カウンダ・チブエ

Agriculture and Life Skills Trainer for 
the Disabled

教師

❷ 私の地域の土地は豊かですが、持続的に活用する
技術が不十分です。私は現在キリスト教社会事業開
発局の副局長をしています。地域の人々に環境意識
の向上、持続可能な有機農業そして優良な家畜の飼
育の指導ができるようにアジア学院で技術を身に
つけたいと思っています。

❶ エー ワー Eh Wah

Ms. Naw Eh Wah Paw
ノー・エー・ワー・ポー

❷ 私の民族であるゾミ・チン族は今でも昔ながら
の農業を行っているのですが、化学肥料に依存した
焼畑農業によって、かつての緑の山々は荒れてしま
いました。私は地域の気候に適した持続可能な有機
農業に転換して行くために必要な技術の習得を目
指しています。

❶ リアン Lian

 Mr. Gin Suan Lian
ギン・スアン・リアン

❷ 奥地の発展途上にある村々の様々な部族のため
に活動しています。それらの地区では焼き畑農法
が行われており、生産性は低く、暮らしも貧しいで
す。所得創出、地域向上に関して指導し、男女平等
に関する啓蒙活動を行っています。帰国した際に
は地域に農村開発センターを設立したいと考えて
います。

❶ メアリー Mary

Community Association for Rural 
Development (CARD)

CARD 農村開発のための地域社会協会

Ms. Mary
メアリー

Community Organizer, 
Dr. Chin Women's Empowerment Group

女性団体指導員

Hpa-an Mawlamyine Association, 
Karen Baptist Association

フパアン マウラミネ協会

Assistant Director, CSSDD; 
RBIDP - Field Facilitator

地域開発指導員

Tedim Association of Baptists
テディム バプテスト連盟

Farmer, Teacher, Volunteer
農村開発指導員

❷ 私は村の企画調整員として、森林破壊、土壌の不
毛化、不衛生な飲料水などにより、重大な環境問題
に直面している多くのコミュニティがある地域で、
モデル農場を管理しています。できるだけ多くの人
が持続可能な有機農業を実践するのを助けるため
に、私はアジア学院でリーダーシップを学びたいと
思っています。

❶ チャン フップ Chan Hup

Chin Relief and Dev. Program (CRDP), 
Thantlang Association of Baptist Churches

CRDP チン被災支援・開発プログラム

 Rev. Chan Hup
チャン・フップ

Pastor, Youth & Missions Director, 
Agriculture Volunteer

牧師

❷ 現在、女性と低所得の家庭を対象とし、しっかりし
た家計管理法を指導しています。アジア学院では持
続可能な有機農業を学ぶと同時に、指導力とコミュ
ニティを発展させるための知識を身につけたいと
思っています。帰国後は、農薬や化学肥料に依存する
農業から脱却し、農民の家族も環境もより健全にな
るよう尽力したいと考えています。

❶ エリ Eli

Rural Development Organization (Hopin)
ホピン農村開発

Ms. Elizabeth Ma
エリザベス・マー

Field Facilitator
農村開発指導員

❷ 私は農業指導者、養蜂家、獣医アシスタントとし
て、山火事によって多くの良質な土壌が破壊されて
いくのを見てきました。私は、循環型の有機農業技
術が私たちの土地を健全な状態に復活させてくれ
ると信じています。どうやって環境を守り、自給自
足の生活を送ることができるかを人々に教えるこ
とができるようになりたいです。

❶ ソロモン Solomon

Jeduako Society of the Methodist Church
メソジスト教会  ジェドゥアコ共同体

Mr. Solomon Koduah
ソロモン・コドゥア

Agriculturist, Trainer, Paravet
農業指導員

❷ 私はケニアの牧畜民族であるマサイ族と、売春
や薬物中毒の人々を更生させるための仕事をして
います。私達は彼らが生活保護グループを作り、他
の収入源を見つけることができるよう援助してい
ます。アジア学院では農場管理活動と、人と家畜の
双方により良い栄養を与える方法に焦点を当てて
学んでいきたいです。

❶ ジョセフ Joseph

Fountain of Life Care Center
命の泉ケアセンター
Mr. Joseph Ndirangu Gitimu

ジョセフ・ディラング・
ギティム

Volunteer, Community Program Officer, 
Farmer



アジア農村指導者養成専門学校　
　・本科生　１，１０７名・ ５５ヵ国
　・研究科生　８０名

東南アジア農村指導者養成所　
　・卒業生　１１６名・１７ヵ国

１，30３名 / １，30３ persons
アジア学院の卒業生
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Training Assistant
研究科生 （トレーニング・アシスタント）

Graduate Intern

(2008 年度卒業生 )(2007 年度卒業生 )

(2014 年度卒業生 )

研究科生 （卒業生インターン）

アジア学院の日本人卒業生は、卒業の
次年度に研究科の卒業生インターン (GI）
に応募する資格をもちます。
卒業生インターンは特定の１分野に焦点
を当てて、その分野のより深い理解と
幅広い経験を培います。さらにアジア学院
の構成メンバーとして、生活のあらゆる
場面において重要な役割を担います。

研究科生は学院を卒業後５年以上自国で
働いている卒業生の中から、研究科生が
選ばれます。学院において自分の
専門分野の研修を行うと同時に、
職員を補助して学生の研修を助けます。

❷ 私は給食担当としてアジア学院で学びを続けて
います。簡単でおいしくてバランスの良い食事を作
り、他の人も使えるようにレシピ本を作りたいと考
えています。また、キッチンの内外でよりうまく人
と関われる方法を学びながら、アジア学院の多様な
学生たちの中で人間として精神的にも成長したい
と思っています。

❶ モトキ Motoki

Mr. Motoki Che
崔 元棋

❷ 私は女性を中心に有機農業を教えています。今年
はアジア学院で研究科生として、卒業生アウトリー
チ部門や農場で働き、新しい発想を得ることができ
ればと思っています。将来は、子どもたちが自分た
ちの食物を育てることを学べるように、学校に有機
農業のモデル農場を作ることができればと考えて
います。

❶ カリン Khaling
❷ 私 は ミ ン ダ ナ オ の 少 数 民 族 の 人 た ち と 働 き、
140 人の農家が安定した収入計画に従って活動で
きるよう援助しています。私たちの目標は、現地の
人々が地主に隷属して暮らすことのないように、
貧困を軽減し教育を推進することです。彼らが先
祖伝来の土地を保有する権利を獲得するための活
動を支えています。

❶ ニック Nick

Mr. NicholasTahuyan
ニコラス・タフヤン

 Ms. Khaling Toshang
トシャン・カリン

写真：塚本 和史
翻訳：木村 裕子

田中 淳子

チェ　 モト    キ

Philippine Association for Intercultural 
Development (PAFID)

フィリピン多文化開発協会

Program Officer
事務局長

Dorcas Noble Fund
ドーカス・ノーブル基金

Secretary, Community Organizer
事務局長

アジア農村交流協会、アメリカ福音ルーテル教会 (ELCA)、新倉会、
日本キリスト教協議会 (NCCJ) 女性委員会 *、大阪コミュニティ財団、

ロータリー米山記念奨学会、聖コロンバン会、聖心会、
ウェスレー財団、東京聖テモテ奉仕奨学金、カナダ合同教会、

あすなろ基金、世界キリスト教協議会 (WCC)、東京アメリカンクラブ、
アジア学院サポーターの会、合同メソジスト教会世界宣教局 (GBGM)、

アメリカンスクール イン ジャパン水泳部、米国合同教会 (UCC)、
日本福音ルーテル社団 (JELA)、地球市民財団、( 教 ) 番町教会、

五十嵐基金、日本基督教団エキュメニカル協力奨学金、
日本学生支援機構 (JASSO)*、北米アジア学院後援会 (AFARI)

２０15 年度 奨学金支援団体

* 申請中（５月１日現在）


